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まちのうごき
人口/43,364人
（前月比－72）

・男/20,857人　・女/22,507人
世帯数/16,579世帯

※この数字は「住民基本台帳人口」と
「外国人登録人口」の合計です。

（２月1日現在）

キツネアザミ
（きく科）

西脇の自然

西脇市動植物生態調査
研究グループ

みどころいっぱい・西脇みどころいっぱい・西脇

今月の内容

広
報

人輝き　未来広がる　田園協奏都市

西脇市自治基本条例を施行
西脇市出身者の講演会　ほか
定住自立圏構想、西脇多可新人駅伝結果　ほか
西脇病院　ほか
市長のコラム、あぐりコラム　ほか
ふれあい広場
まちの話題ｔｏｗｎ ｔｏｐｉｃｓ
くらしの情報コーナー
ふるさと探訪・西脇の自然　ほか

2～3
4～5
6～7
8～9
10～11
12～13
14～15
16～23
24

◆ところ　西脇市下戸田652-1　西脇病院救急外来室
◆診察日　日曜日
　　　　 （年末年始を除く）
　　　　　午前9時～午後5時
◆問合せ　☎23－5380
※病状やけがの様子など、電話で
　あらかじめご連絡ください。
　必ず健康保険証を持参ください。

近藤　行男 先生

林　　武志 先生

和田　良勝 先生

畑澤　幸雄 先生

柳井　映二 先生

3月の出務予定医師
3月　3日（日）

3月10日（日）

3月17日（日）

3月24日（日）

3月31日（日）

▲境内にある巨岩 ▲石上神社の本殿

　

ノ
ア
ザ
ミ
に
似
て
い
ま
す
が
、
全
体

に
柔
ら
か
く
、
葉
裏
に
は
白
い
綿
毛
が

密
に
生
え
て
、
棘
も
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

種
は
、
秋
の
中
頃
に
芽
生
え
、
葉
を
放

射
状
に
広
げ
た
ロ
ゼ
ッ
ト
葉
で
越
冬
し
、

翌
春
に
開
花
す
る
越
冬
草
で
す
。「
ノ

ア
ザ
ミ
だ
と
思
っ
た
ら
キ
ツ
ネ
に
だ
ま

さ
れ
た
」
と
い
う
こ
と
で
名
づ
け
ら
れ

た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

昔
、
朝
鮮
か
中
国
か
ら
渡
っ
て
き
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
耕
す
前
の
水
田

や
田
畑
、
草
原
、
路
傍
な
ど
で
よ
く
見

ら
れ
ま
し
た
が
、
す
っ
か
り
減
っ
て
珍

し
い
花
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

３
月
の
紹
介
で
は
、
花
と
し
て
は
早

す
ぎ
ま
す
が
、
若
芽
は
山
菜
に
も
な
る

そ
う
で
す
。

　３月は弥生…草木がだんだん生い茂る芽吹く月であ
ることが語源とか。年度変わりや卒業式の時期でもあ
ります。市でも今年度の締めくくりと新年度の準備を
進めています。厳しい財政状況の中、多様化する多く
の課題を解決するため、皆さんと共に知恵と力を出し
ていくことは大切なこと。そして、まず私たち職員が
自らを高めなければと感じています。新年度の施策は
来月号の広報でお知らせしますので、ご覧ください。
　広報を担当して多くの活動を取材させていただきま
す。いつも感じるのは市民の皆さんに支えられている
ことです。企画、準備、運営、片付け…。協力してく
ださる皆さんの熱い思いに触れ、このようなパワーが
市の原動力になっていることをひしひしと感じます。
　今月24日、日本のへそ日時計の丘公園オートキャン
プ場がリニューアルオープン。ロッジやバーベキュー
サイトも新装します。ぜひお出かけください。【Ｍ】

西脇小学校オーケストラ部によるハッピーコンサート。市民会館は超満員！
（2日9日　市民会館）

33
平成25年／3月号
No.96

Mar.2013

N
IS
HI
WA

KI  
 CITY

135。EAST  LONG 
 35
。 N

OR
TH
  L
A
T

今月
の一枚

　播州織ホビー展が盛大
に開催されました。播州
織の衣装をまとったかわ
いらしい重春幼稚園児も
登場しました。

　

岩
上
神
社
は
、
近
年
石
上
神
社
と
表

記
さ
れ
、
そ
の
起
源
は
明
確
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
正
暦
３
年
（
９
９
２
年
）

と
も
永
承
５
年
（
１
０
５
０
年
）
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
天
文
11
年
（
１
５

４
２
年
）
に
現
在
の
地
に
移
さ
れ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
本
殿
は
三
間
社
流
造
で
、
細

部
は
上
比
延
町
の
住
吉
神
社
本
殿
と
よ

く
似
て
い
ま
す
。
播
州
網
之
郡
浦
村

（
現
在
の
淡
路
市
浦
）
の
大
工
、
源
時

定
に
よ
っ
て
17
世
紀
後
半
に
建
て
ら
れ

ま
し
た
。

　

境
内
に
は
、
長
径
約
30
ｍ
、
短
径
約

20
ｍ
、
高
さ
５
ｍ
の
巨
岩
が
突
出
し
て

お
り
、
古
く
か
ら
信
仰
の
対
象
と
な
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
石
上
神
社
で
は
、
毎
年
秋
祭
り

の
本
宮
の
夜
に
、
県
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
「
な
ま
ず
お
さ
え
神
事
」
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
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